
⽊は、ただそこに⽣えているだけの�在ではない。
古来より�々は、⽊を�々のメッセンジャーとし、その�葉を受け�ってきた。
�に、�樹は時代を超えて�々の�を�び、�を�る�在として�り�がれている。
�書では、�樹と�との�わりを�じて、「⽊が�えてくれること」を�る。

•�樹がどのように�の�をつなぎ、未来に��を�えるのか
•⽊々が�えてきた歴史や��、そして現代に⽣きる�たちへのメッセージ
•⽊の持つエネルギーを�じ、より良く⽣きるためのヒント
「なんとなく⽣きてきたけれど、何かが⾜りない」
そんなふうに�じる�に向けて、⽊々がくれる気づきを共有する⼀冊。

•何かを成し�げたわけではないが、�⽣に物⾜りなさを�じている�
•⾃�の「�き」や「⽣きがい」が不�瞭な�
•⾃�や��、歴史に�味があるが、専⾨知識がなくても�める�を�めている�
•⽊や�に不思�な�⼒を�じるが、その理由を�く�えたことがない�

•古代の�々にとって「⽊」とは何だったのか
•クスノキが�徴するもの
•��の中の⽊々（スサノオと⽊々の��、�の�々と樹⽊の��）
•マイケル・ジャクソンと⽊の�

•�醍醐�皇が�のお告げを受けて⾒�した�⽊正成
•�⾏�皇など歴代の�皇などが�んできたクスノキのきずな
•�⽊⼀�と�醍醐�皇の「�」
•みくまりの�と龍�としての�戔嗚

•⼤�はなぜ���されるのか
•クスノキが持つ不思�な⼒と頭�
•「クスノキの�さま」が�たちに�えてくれること
•⼤�に�れることで�じた��

•�樹に惹かれる理由を知る
•��・⽣まれた⼟地・��・��ってきた�との��で��する��
•なぜ��の�樹に惹かれるのか� それが�味するもの
•⾃�と相性のいい�樹を⾒つけるポイント
•⽇�各地の代�的な�樹（杉、�、�、クリなど）とそのエネルギー

•�を�る⽊の�の��
•これからの時代、「⽊」と「�」が�ぐ��
•思いや�を保�する⽊に�す
•��問 〜⽊が�える��の�び〜
•�樹と共に�かで平和に⽣きる

《書籍��書》 提�者: マイケル��
【タイトル】 �樹のきずな 〜クスノキが�える��のメッセージ〜
【��】

【構成�】

【テーマ】

【想�する�者ターゲット】

�1�: クスノキは�々のメッセンジャー

�2�: �をめぐる歴史 〜�のお告げ

�3�: ⼤�の�さまがくれる⽣きるヒント

�4�: �樹 〜�きな⽊の⾒�け�〜

�5�: �樹と共に



【サンプル��】
�1� ⽊は�々のメッセンジャー

 ��の�内にそびえ立つ�樹を⾒上げたことがあるだろうか。その�はまるで、何百年も前か
ら�々の暮らしを⾒�ってきたような、重�な�在�を�っている。不思�なことに、ただその
�元に立っているだけで、�が落ち�くような気がする。ひんやりとした�気、�に�まれた�
�の年輪、そして��く�びる�葉が、まるでこの場�が�別な�間であることを�たちに�え
ているかのようだ。
 昔の�々は、⽊に「�」が�ると�じていた。スサノオノミコトは、⾃らの�の⽑を⼤地に埋
め、「これが⽊となり、�々を�えるものになる」と�ったという。そこから⽣まれたのが、
杉、ヒノキ、マキ、そしてクスノキである。スサノオが�り�した⽊々は、�い歴史の中で、
�々の暮らしを�え、�り、⾒�ってきた。
 ⽊は、ただそこに立っているだけではない。�々の�りを受け⽌め、時には願いを�える�在
として�められてきた。例えば、古代より「��⽊」として�られてきた⽊々は、�々の�の�
り�であり、地域の�徴でもあった。ある�では、⼀�のクスノキの下で�の�が決�を下し、
またある場�では、��の⽊のもとに�まり、�作を�る�りが開かれた。
 �樹は、時に���され、また時に�々の⽣活の中�として��してきた。��の�に�えら
れた⼤樹は、�落を�る�在とされ、その�が消えてしまうことは、�々の��を失うことと同
義だった。⽊々は⾵を�ぎ、⾬を�え、暑さを和らげるだけでなく、精�的な�らぎをもたらす
�別な�在だったのだ。
 ��だけではない。⽇�各地には、樹�千年を超える�樹が��く�在する。�久�の��
杉、鹿児�の�⽣の⼤�、�⾩の淡��など、それぞれの⽊には�い歴史と�々との物�が�ま
れている。例えば、�⽣の⼤�は、平�時代からこの地に�を�り、�くの�々がその下で�り
を�げたとされる。また、淡��は、散る�に淡い��へと�わることから「�者の�が�る
�」として�り�がれ、�くの�々がこの⽊に⼿を�わせてきた。
 こうした�樹は、単なる⾃�物ではなく、まるで時を超えて�たちと��する�在のように思
える。彼らは何も�らない。しかし、�い時を�てなお、�かに立ち�ける�には、時代を超え
た何かを�えようとしているように�じられる。
 また、�樹はその地域の「��」を保持しているとも�われる。戦国時代、ある武�が戦の前
に⼤⽊に⼿を当て、�利を�ったという��が�っている。また、江戸時代の��が、街��い
の⼤⽊の�元で休�を�り、そこで�わされた�葉が�い歴史の中で受け�がれていったとも�
われている。⽊々は、その場に立ち�けることで、�々の歴史と��を�積し、�の�代へと�
えているのだ。
 かつて、�々は⽊々と共に⽣きていた。⽊材として�を�て、�として暖を�り、そして��
な�在として�拝した。しかし、現代において、�たちは⽊々の�在をどれほど�識しているだ
ろうか。都�の�⼤とともに、�樹の�を⽬にする��は減り、⽊々が持つ�来の�味を�れ�
りつつある。
 それでも、��の�内や古い��の裏⼿にそびえ立つ�樹に��うと、なぜか立ち⽌まりたく
なる。⼿を�れてみると、�くほど冷たく、それでいてどこか温かい��がある。その⽊が何百
年、あるいは千年�上も⽣き�けてきたことを思うと、�葉にできない��の念が�いてくる。
 「⽊は�々のメッセンジャー」
この�葉を�に�んで、もう⼀度、�樹を⾒上げてみよう。⾵にそよぐ葉の�、�の間から�し
�む�、�の年輪に�まれた時間。それらは、⽬に⾒えない�の�であり、�たちに�りかける
「�々のメッセージ」なのかもしれない。


